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第３章 計画の基本的な考え方 

１ 計画の基本理念 

本計画の基本理念を以下のとおり設定します。 

小川町子ども・子育て支援事業計画の基本理念 

安心して子どもを産み健やかに育てることができるまち 

２ 基本的な視点 

本計画の基本理念を実現するための視点として、小川町次世代育成支援行動計画の視点を

継承し、次の 6 つの視点を重視した取組みを展開します。 

①子どもの視点

子育て支援サービスなどにより影響を受ける子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益

が最大限に尊重され、そして、特に子育ては男女が協力して行うべきものという視点に立

った取組みを行います。 

②次代の親を育成するという視点

子どもはやがて次代の親となるものとの認識のもとに、豊かな人間性を形成し、自立し

て家庭を持つことができるように、長期的な視野に立った子どもの健全育成のための取組

みを進めます。 

③子どもと家庭を地域社会全体で支援するという視点

子育ての一義的な責任は父母その他の保護者にあるとの基本的認識のもとに、子育て支

援は国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力して取組む

べき課題であることから、さまざまな担い手の協働のもとに取組みを進めます。 
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④すべての子どもと家庭を支援するという視点 

子育てと仕事の両立支援のみならず、子育ての孤立化などの問題をふまえた、広くすべ

ての子どもと家庭への支援という観点からの施策を推進します。また、社会的養護を必要

とする子どもの増加や虐待等の子どもの抱える背景の多様化等の状況に十分対応できるよ

う支援体制について、質・量ともに整備を進めます。 

 

⑤仕事と生活の調和実現の視点 

結婚や出産・子育てに関するニーズに応えるために、働き方の見直しを進め、仕事と生

活の調和の重要性を理解し、その実現に向けて、町民一人一人をはじめとして、国及び地

方公共団体や企業等の関係者と連携をしながら本町全体の運動として取組みを進めます。 

 

⑥地域特性の視点 

人口構造や産業構造、さらには社会資源の状況など地域の特性はさまざまであるため、

利用者のニーズ及び必要とされる支援策も異なることから、町の特性をふまえた主体的な

取組みを進めます。 
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３ 計画の基本目標 

本計画の基本理念を実現するため以下の 3 つの基本目標を設定します。 

基本目標１ 幼児期の教育・保育、及び地域における子育て支援 

少子化の急速な進行により子どもの数が減少しており、子ども自身がさまざまな年齢の中

で互いに育ちあう機会が減少しているなど、子どもの育つ環境が変化しています。子どもが

安心して育まれ、子ども同士が集団の中で育ちあい、健やかに成長できるよう乳幼児期の教

育・保育を充実することが必要です。また、子どもを安心して産み、ゆとりをもって育てら

れるよう、子どもや母親の健康を確保するとともに、子育て家庭が地域の支え合いを感じな

がら子育てができるよう地域における子育て支援を推進します。 

基本目標２ 専門的な知識や技術を要する支援 

子どもの心身の発達・発育に長期間にわたり大きな影響を及ぼす著しい人権侵害である

児童虐待は増加しており、深刻な社会問題となっています。このため、地域の見守りや関

係機関・団体等との連携を図りながら、児童虐待の禁止、未然防止の強化やケア体制の確

立を推進する必要があります。また、ひとり親家庭が増加していることから、相談体制や

経済的支援の充実に努めます。 

さらに、「ノーマライゼーション」の理念のもとに障害児等への支援及び教育の充実を図

り、地域社会で安心して暮らせるように、総合的な施策を推進します。 

基本目標３ 職業生活と家庭生活との両立の推進 

子育てと職業生活の両立ができるように、多様な保育サービスの充実を図ります。また、

職場の子育て家庭に対する配慮や理解、ワーク・ライフ・バランス、各種法制度の利用に

関することを周知啓発していくとともに、男性の子育て参加を促し、家族全体が子育てに

協力し、子育てへの喜びを感じることができる環境づくりをめざします。 
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４ 教育・保育提供区域の設定 

教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供区域は、地域子ども・子育て支援事業

のうち、放課後児童健全育成事業については小学校区、その他の各事業については町全域 1

区域とします。 

５ 計画の体系 

１　仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

基本理念   安心して子どもを産み健やかに育てることができるまち

基本目標１　幼児期の教育・保育、及び地域における子育て支援

基本目標２　専門的な知識や技術を要する支援

基本目標３　職業生活と家庭生活との両立の推進

１　教育・保育施設の充実
２　地域子ども・子育て支援事業の推進
３　子育てに関する相談、情報提供の充実

１　児童虐待防止対策の推進
２　母子家庭及び父子家庭の自立支援の推進
３　障害児施策の充実等
４　子どもの貧困対策の推進




